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　　　　　　　　　L花山第五號1小遊星の二見

　既に日刊新聞などで傳へられてるる通り，京都の花山天文豪では去る六

月十二日，中村要氏がL花山第五號「といふ新遊星を護注した．此の星は六

月八日に花山のクック望遠鏡附属の1］糎カメラで撮影した馬堀の原板上に

第245號小遊星Veraとv・ふのを探す回合に見つけられたものであって，光

度は約12等級・いふ瀕珍らしく明るいもの・しかも期・細以上槻

毒するらしいといふので，特別に注意を惹くこととなった．

　此の遊星は引きつ9’き九日，・十二日，十三日，十八日の各夜に観測が成

功し，コペンハーゲンへは就に十二日の民心の獲見の事が京都二品大辛か

ら報知されたが，同時に，花山では上田博士と柴田理學士とが協力して，

軌道の計算にとりかかった．六月八日と，十三日と，十八日との面心位置

から，計算が行はれたが，其の結果は下の如くである．

　　　　　　　　　　　　　1931年6月13．66540兀　　　期

卒均進度
近日鮎の引数

昇交鮎の心裡

軌道面の傾斜

離　心　角

離　心　……蓉

軌道の長牛裡

E々の挙均運動角

公簿の週期

一61。　　48／
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灘醐一網

34

3．1049輩位＝11800萬里

648！ノ5

5年　179日

柴田氏は此の軌道要素から位置豫報を獲表したが（花山ブレテン第204號）
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中村氏の六月三十日の観測に稼れば，遊星の位置は，丁丁に比して

　　　　　赤経が　　0．皿1　　　赤　緯　　O’

しか違ってみなしヘ

　　　　　　シヴスマン・ワクマン雨氏登見の新小遊星

　昨年不思議な彗星を護摂して有名であったシブスマン，ワクマン満堂は

今1931年三月17日，又々，乙女座西端に極めて速く蓮歩しつNある光度13

級の一新天艦を獲質した．始めは驕れが小遊星か彗星かの匠別も不明なの

で，多くの観測者の注意をよんだが，共の後上ィデルベルビ，ベルリン，ア

ルジェ，ヤ1キiス等の天文豪で闘測が行はれ，白國ユクルでもデルボルト

氏が三月19日に猫立護見した．こうして，多Kの観測結果が集まったので，

カDレステト氏が下の如き樺圓軌道を算出し，星の名は1931FEと與へら

れた．

原　　　期

李山陽度
近日黙引数

昇交黒横径

傾　　　斜

離　心　角

弔均運動
牛　長　径
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1931年4月7．0日（U・T・）

饗ii｝一

15．5872

9．　55，i／675

　2．39771箪位

断ち，斜角と離心率とは甚だ大きV・し，叉，牛長経は著しく小さいので，地

球へは一画位程度まで接近することがある星である．（R．1．425）

　　　　　　　　二つのトロイ群新小遊星命名さる

　昨1930年十一月17日護見されたトロイ群の新小遊星1930UAと1930UBと

はそれ々々L・エ1ネアス「（Aeneas）及びLアンキーセス「（Anchises）と命名

された．算定された軌道要素は下の通り：（春分鮎は1930．0）

　　　星の名　　　　工一ネアス　　アンキーセス
　　　符　　　　號　　　　　　　　　　　　1930UA　　　　　　　　1930UB

　　　原　期E　1930年12月13・0日　同年11，月3・0日

　　　雫均進度M　　960．2901　　68。．5337
　　　近　　 日　　 黒占　　　　　f・）　　　　　　　　　　　　44，9945　　　　　　　　　　　　30．0908
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一交黒占黄径

傾　斗　角

離心　角

平均運動

牛．長　径

計算　者
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α

　　246．5410

　　16r6639

　　5，739，　1

　297．！ノ701

　　5，21780

カ1ルステト

北極星野の光度調査

283，8670

　6．9706

　7．8527

：一107．ii733

5．10372

ストラケ

　一般恒星の光度を研究するときの便利な標準星として，北極附近の若干

の星の光度を研究して置くことは，吾々北孚球に住む者にとって，（殊に欧

米の如き，高緯度の人々にとって）非常に好都合なことである・それで，

今までにも

　　濁逸ゲチンゲン天文垂で（G6ttingen　Aktinometrie，　Teil　B，　P・42），

　　米國ヤ1キ1ス天文壷で（Yerkes　Actinometry，　Ap・」・Vol・36，　P・169），

　　　同　ノ・iゾ1ド天本塁で（Henry　Draper　Catalogue・H・A・），

　　英國グリニチ天文豪で（北緯75Q以北，9・等級以上の星の寓眞光度），

　　露国シメイス天文垂で（Poulkovo　Bulletin，　Vol・6・No・12）

等の諸天文i藪で，それぞれ此の種の研究をやったことがある．こんどオラ

ンダ國ライデン大不天文皇に於いても．墓長デ・シタ1氏は日経105ミリ焦鮎

51センチのツァイス玉カメラに封物針金格子を取りつけて，北緯80。以北の

7，m5級以上の爲眞光度測定を完了した，槻測は1928年七月から1930年八月

にわたり，星敷は157個である．精確度を，前記四ケ所の天文墓のものと比

較して見ると，李均誤差は

　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　ゲケンゲン　　 ±0．063　　　　シメイス　　　 ±O．Ol　7

　　　　　ヤ　i　キ　｝　ス　　　　　 ＝圭：0．059　　　　　　　　ノ、　1　ク“　i　ls　　　　　土0．084

　　　　　グリニチ　　　土0．092　　　　ライデン　　　±O．044

であって，ライデンの成績は抜群である．

　今此の研究の基準として用ゐられた十個の標準星を睾げると下の通り．

符號1星名1BD司赤径（・9・・）赤緯（19・・）睡光度色撒
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小熊座　8
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18h ﾇ
22　21．3

23　27，8

十860　37i

十85　36

十86　45

の
4．39

0「．22

5．75

ロ
＿0．08

一　ユ0

＿　．14



天　　界　　雑　　報 381

4 小熊　　24 十86272 18　　7．8 十87　　0 5．96 十ユ7
5 十88　4 0　55．6 十88　29 6．46 十　．05

2s 十88　71 12　工4．4 十88　1δ 6．50 十．27

1r H　　　　51 十87　51 6　53．7 十87　12 6．75 十1．67

3s 十87107 12　工3．9 十86　59 6．64 十．36

6 十89　13 7　58．G 十88　56 7．15 十．18

7 十88　64 11　　42 十88　11 7．32 ＿　．09

　　　　　　　　南天星351個の覗線蓮度と太陽蓮動

　米國リク天文憂の南米出張所はチリ國サンチアゴにあって永く南天の星

のスペクトル研究をやってみたが，近年共の事業が一先づ完了したので出

張所を閉鎮することと：なり，器械設備は1928年四月初めチリ國カトリク大

學に費り渡された．此の出張所の最終期を澹堅してるたノイパワーF。J．

Neubauer氏が此の程1924年から1929年までに観測した合計351個の星の視

線速度を震表した．〔L．O．B．429〕星は殆んど総て5．m5以上である．

　此等の結果から，BO型乃至B5型の星109個を撰び，省ほ1924年以前の

Oe　5型乃至B5型の星284個を加へて，太陽系の運動方向と速度とを箪出し

たが，下の通りである．

　　　　　太陽向鮎の赤径　　　　266。，70　　±0σ22

　　　　　同　　　　赤緯：　　十　25，25　　±0．22

　　　　　太陽系の速度（毎秒）　　20，59　　士0．06キロ

　　　　　1く項　　　　　　　　　　　　　十　　　2．84　　　　　±0．04粁

　詳細はリク天文毫Publication第16巻に載せられる筈

　　　　　　　　　　　重力の綿甲決定

　ニウトンが白白した萬有引力の恒数が，近頃，門守標準局のハイルP．R．

Heyl氏によって決定され，去る十二月6日ワシンFン一悪會で護表され

た．この恒激は，地球の重量や三層密度を算出するのに大切なものである

が，最初に之れを測定したのは，フランス人ブゲIP．　Bouguer（西紀174

0年頃」であった・其の後25博して，英國天文家マスクリンN．Maskelyne

がスコトランドのシ1・・リエン山で観測した．それから，1797－98年にわ

たり，英國のカベンデシH．Cavendishが物理實験室内で此の測定をやつ



／82 天　　界　　雑　　報

た．

　こんどのハaル氏の方法は，やはり，カベンデシの方法で，重量各々150

ボンドの鋼鐵圓柱と，金や白金やガラスの，各々2オンスの球を引き合ひ

させるのであって，かつて此の種の観測をやった標準局長バーゲス（G，K

Burgess）の後援を得たものであった．

　・・イル氏は，1927年に既にG　＝＝O．OOOOOOO664といふ暫定報告を出した
　　　　　　　　　　　　，
ことがあるが，其の時は只，金と白金の球を使ったに過ぎなかった．其の

後，ガラス球を使用し，結局

　　　　G　＝＝　O．OOOOOOO6670

といふ値を得た，

　　　　　　　　　プラネタリウムのリスト

　猫國のツアィス會枇が1925年頃から作り初めたプラネタリウムと呼ぶ天

文教育設備は，近年鰍洲へ族行ずる入が必ず見て蹄って自慢にするものの

一つであるが，最近，ツァイス前朝からのアナウンスメントによると，今

日までに建設されたプラネタリウムは下記の漸’々である由
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バルメン市（Barmen）

ベルリン　　（Berlin）

ドレスデン　（Dresden）

ヂュセルドルフ（Dtisseldorf）

マンハイム　（Mannheim）

＝＝ユルンNルビ（凶琶rnberg）

ライプツイヒ　（Leipzig）

ストウツトガールト（Stuttgart）

ノ・ムブルグ（Hamhurg）

ハノウ“ア

イエナ

モスクプ

ローマ

ミラノ

ヰ・一一ン

シカーゴ

（Hannover）

（Jena）

（Moskva）

（Roma）

（Milano）

（XVien）

（Chicago）

フイラデルフィヤ（Philadelphia）

ストクホルム（Stokholm）
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　因みに，シカゴでは卒均毎日3000人置入声者があり，附近には占星術師

の家が建ち並び，入揚者の孚ばは，此の占星術師の門をくY’るとかP

　叉，ストクホルムでは去る五月15日から九月末までに縮計340000人の入

揚者があり，此の人数はストクホルムの人口よりも多いと．

　　　　　　　　　　　パリ天文皇の移韓計豊

　佛國パリの國立天文墓は第十七世紀にカシニ」・D・Cassiniを首長として

創立されて以下，永く學界の中心勢力として榮え，アラゴArago，ルベリエ

Leuerrier，バヨIBaMaud．ゲランドルDeslandres等の名と共に佛國天文

學の誇りであったが，近年エスクランゴンEsclangon博士が弓長となると

共に新時代の肇一二たるに癒しV・諸計書を進めつ＼あったが，近着報によ

ると途に此の天文墓は，パリ市の近代化のため，天文二二には不適當なる

故を以って，其の器械諸設備を佛國南部のプロブンス地方に移して一新天

文毫を創立することとし，パリ市内の從來の天丈皇は其の中の一つの建築

物を，天文博物館として保存するに決したといふ．

　　　　　　　　　　　マイケルリン博士の死

　米國の現代に於ける出面物理學の大家マイケルソンA．A．　Michelson’博

士が去る五月九日出面パサデナの別荘に於いて死なれたことは，日刊新開

にも報ぜられた所であって，實に之は！931年中の三界に於ける大損失であ

る．

　マ1ケルソン博士は1880年頃から光波の精密な測定を試み，殊に1887年

にはクリ1ヴランド市に於いて故モ1レIMorley氏と協力の下に，干渉

計の理によって宇宙エーテルと地球との相蟹運：動を測定しやうと努めた有

名な實験の指導者である．此の實験の結某，エ1テルと地球とは相互運動

をやってみないことが明らかになり，學界を驚かせたが，之れが圖らすも，

後年アインシタイン博士をして相封原理を護案せしめる緒となったのであ

る．

　マイケルソン博士が光波の戦場を利用して微細なる撒量を測定するに成

功した例は實に多い，殊に，実際メ1トル原器の長さを測定し，特殊な水

面移動によって地球の堅さを測定し，又巧みに望遠鏡へ干渉計を装置して
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小遊星や木星衛星のほか，若干の亘大恒星の直径を測定した如き，皆偉功

と言はねぽならぬ。しかしながら，博士が死の数日前まで絶えず心の中に

研究劃策しつSあった畢生の大業は光波傳播の速度であった．此のために，

博士は毎年必す一一一i度任地シカゴからバサデナに來て，ヰルソン山顛に於い

て此の難事に一ってるたのであって，殊に1922年頃から距離22マイルの間

に於ける光達時間を測り，途に

　　　　　光速＝299796キロ

といふ結果を獲表したのは・1926年であった．其の後，更に新案を工夫し，

長さ1マイルの門門管内に於いて此の實験を行うべく目下其れに二二して

ゐられたのである，不幸此の眞室管の實験は結果を見すして逝かれたが，

劣れはヰルソン山天文墓のピ1スPease氏が後を縫V・で邊干せられる筈で

ある．

　マイケルソン博士は實に，物理學をして，天文學的の精密さにまで進ま

しめた偉人であった．享年78歳

　　　　　　　　　　　マクスエルの百年祭

　毎年，天文學界の先畳偉人の一一一人二人を記念することにしてみる本誌も，

本年は其の生死が50年とか100，年とか或は其の倍数とかに相當する有名な

天文家が居ないので，年頭の跡にも全く沈黙してみた次第であるが，近頃

英國の下界清息によると，今年はクラ1ク・マクスエルClerke　Maxwellの

死後正に100年に削るので，三二ケンブリヂ大學では，J．J．トムソン，　w・

スペンス，J．ラ1マ1，E．ラサフオド，　c．D．プロ1ド，　H・F．ニウヲ1ル，

FJ．M．ストラトン，　J．チヤドヰク，　J．　D．コククロフト，　A．1．デントン，

c．T．R．ヰルソン，　J．ジーンス等の，天文物理墨界の重鎭たちが，記念會

準備委員に學げられた・

　マクスエルは英町近代の大理論物理二者で，今日の丁丁墨の基礎を置い

た人であるが，天文學上にも可なり凹きv・貢献をしてみる．生れば1831年

十一月　13日，死んだのは1879年11月10日であった・何れ詳しv・評傳：は本誌

にも載・ぜる筈．


